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昆虫の大きさは.木下 ･石が)や松沢8)らがみてい

る様に食物の質,或は含水虫の大小によっても著しく

左右される.アズキゾウムシの作の大きさがアズキ1

粒内の映入出数の大小によって変るという.ことは,質

度の咽1mにもとづく各個作の食物摂取虫の差によると

解することも大きな誤ではあるまい.

羽化硯虫の生存日数が抜点密度の上界に伴って短縮

することについては,石田9,Davisl),UtidaFI,PeaJ17)

らによってアズキゾウ,Lシやショウジョウバエなどに

?いて碇かめられている,これは体の大きさの減少の

仕方と比例的であって,正しく､vitalityの差に韮づく

ものと考えられるが,次代羽化成虫の産卵力がまた密

皮の彫蟹をうけて,高密姥の場合程低下することを考

えると,これもまた体の大きさと別個に考えるべき問

題ではない.この間の軒桁を諜古きするような申実がr

すでjこ石愈3)によっても観架されている.

摘 要 .

ァズキゾウムーシのアズキ1校当りの喰入出数の大小

が昆虫自体に及ぼす詔播哲について実験を行い,次の

如き成机を得た.

喰入虫数の大小によってアズキゾウムシの発育速度

はそれ程変るところはなかった.しかし之は発育途中

に死亡する個体が計井に加わらないから,はつきb.節
言は出来ない.

生存率は喰入虫数が多くなる程雌雄共に著しく低下

した.

羽化成虫の性比は吸入曲数の多少によって殆んど変

相 まなかった.しかし成虫の大きさは昭雄共に密度の

上界に伴って著しく小形化した.

羽化成虫の生存日数や産卵数も喰入出数大である程

著しく低下した.､これらが経の大きさの小形となって

行く.ことと関連のあることも明らかであった.
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Usingthe azukibeailWeeViL Callosob'wchus

chinensis,theinfltlenCeSOfnum berOflarvaeill
abeanonsomeadu一tcllaraCterSWereStudied.

The.ve一ocityofdevelopmentoftheweevilwas

notinfluencedata一leven∫vhenthenumber.of

weevilsperbeanwaヲChanged･Butsomedoubts
remair'.ed abdutthisres'ult,fortheculctllatiQtl1
wasmadeneglectingtheindiv王dualswhichdied

duringtheirdevelopmcnt.

TIlepercentageOfemergence to tlle adult

decreasesremarknblywith theitlCreaSeOEthe

density.

Sexratiooftheemergedadultdoesnotchange

evenwhen thedetlSityofthe/weevilchanged;_
TlleSizeoftheadultbecameSmallwitIlthe

increaseofthedensity,inbothsexes.

ーThedurationoflifeandthefecundityofthe

emergedadultswereaffectedverymuchwiththe

increaseofdensity.Thisresultisrightforthese

charactersconnectedcloselywithEheーS王zeofthe

emergedadult. ､

EmhryonalDevelopmentofRhodt'nL'afzLgW at0oC.Yosh王ch享ro UA柑YA atld Kiz王ro

WAT̂NATiJT(National'Ser王culturalExperimentStation,Tokyo).ReceivedDec.6,1956.BoかZLI

Kagaku/22,185･187,1957,(wi山 Etlglishr卓sume187)･

30.~ウスタビオ Rhoiin,･afuga3位年卵の 0｡Cに放ける荘子発育について 梅谷与七郎 ･
渡辺再二郎 (出林省 蚕糸試験吸)31.12.6受理

謹 ん で 暴 川 忠 書 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 Lを ろ.

ooとか 2.50 とかは一般の発育休止温度であるにもか わゝらザウスタttガの広子!ま発育を続け,1

年を経過して反転直前まで適した. かような低温で荘子発育の行われることは煎くべきこちで生化

学的にも追求すべきであると思われる.

そもそも苦虫駆除の収本間血として昆虫の越冬形式

の研究が式要であることは論をまたない.それで著者

の1人は1930年以来昆虫の越冬形式の研死を始め,す

でに数抗の論文を発表 (病態琴冬1',幼虫儲越冬5',

卵恐喝冬6･7))した･

佼近卵怨越冬するウスタt:I.ガRhodL'nEafugw の

1由
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越年卵の隆子発育の応低温畔を郎 寸したが,旺邦の通

ら, 50のようなきわめて低いむ哩でも荘子が発市す

る71亨を公衣10)したが,さらに研究のi一掘 j'･倍もLTL=か

った Ooと 2.50の如き低温で長胴降誕しても荘子は

発育する･liがわかったので, ここに幻告する･

観 察 結 果

既報10)の通り 10,150の歴子発育rl敬よりKrogh

の税罪温度の公式3)にて発育位低湿度を理論的に罪出

したところが 11.10で,郡卯瀧rl促は 1600nJ狂の

値が出た.しかし理論的にはともかくも実際問雌とし

て,かかる低77Z71では種類の如伸 こかかわらず歴子が発

育するというTj-tは考えられない･

しかし,すでに Bodenhcimer2'が越年卵の発育で

はないが,イセリヤの恐山 lceryaf"rc7,asiの仝発

育欄間の発育ErtR低温皮は理論的にOoであり,その発

育もIl許脱臼俊は 2074日雌であると報じている･この

ウスタビガが50の如き娃温で幼虫形成期 (筋化屯前)

如き低温に於ける越年卵の腫子発育を検討した･とこ

ろが意外にもこれらの温唯に長期接触することによっ

て.荘子が充分発育する･jiを発見した.

まず11月に産卵したウスタビガの越年卵を,産卵後

まもなく,00, 2.50の各低温にかけ,1ケ月毎に膝

子発育を形態的に観察した.ところが予1靴こ反してこ

の低い温嵯にもかかわらず除々にではあるが歴子の発
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市が進み,図版r.示した通り,11J]の確卵軌 とt)平年

の10月まで約 1ヶ年に亘って歴子発育を観察すること

が出来た, ここにその 00と 2.50に於'Jる朕fの発

育酢梯について述べてみる.

節1図は姥卵後約10日間を経た荘子である･形態的

に言えば細長糊頃の荘子である.第2図は節1円の細

長胴頃の荘子を Ooに接触して約4ケ月を経過したも

ので,これを見るとすでに突起形成期まで充分に腫子

が発育している･jfb,'良くわかる.この･ji実は吉等の体

験から誠に照男的であると言える.a,'3図は細長朋頃
の荘子を OOに約11ケ月保超した反位前期の荘子であ

る.この緋栗から見ると, さらに長欄接触すると Oo

のhrlき低GLLに於いても 50における雁子発育とTr7)様に
筋化はしないが,幼虫形城脚まで発育しうる-糊>'fEた定

されてTt等を幣かしている.そこで,さらに継範接触

して歴子がいずれの時期まで発育するかを徴然したい

と思っている.

誇4･5･6図は 2.50に於ける同様な腫子発育の形

態を示す.第 4図は細長期より2･50で約1ケ月を経

過 したものである.第5図は4ケ月経過したものであ

る.環 6図は約11ケn経過して10月に囲定したもので

あるが,反転厄前の腫子である.これを 00の11ケ月

経過のものと比較すると約5ケ月の形態的な腫子の発

育の差異が認められる.

この結果から見ると, Krogh の発育零点の公式に

よって -1.lOの発育石(まが罪出されたが,これは理

､汀

冒

∵

1 2 3 4 5 6

Figs.1-3. EmbryonaldevelopmetltOftheoverwinteringeggofR7wdilu'aftLgaXatOo･(×30)
1:10daysafteroviposition(November,1955)

2:4monthsafter(Apri),1956)
3:llmonthsafter(October,1956)

Figs.4-巧. Embryonaldevelopmentoftheoverwi.lteringeggofA)'odlJLt'a/2,gasat2･50･(×30)
4:1monLllarとeroviposition(December,1955)
5:41T10nthsafter(March,1956)

6:llmonthsarterくOctober,1956)
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論的だけでなく実即 日超として 00に恥 ､て庄子発育

が行われることは告虫駆除の立切から韮祝すべき閃斑

だと.nLilhう･かかる荘子発育は郎鼻;系の結合的な作用に

よるも.のと考えられる.一般に生化学者は聯弟;作用の

適温は 20-250円にあるとしているが, それは in

t'ivoの切'FTであって Z'nI,LIErDの場合には前記の如く,

きわめて即 応な低温でも広子発育し.しかも幼虫形成

期まで遜する可能性があることは.誠に煎只的Tごと言

えよう･ただ'ぉしいことに否々は生化学者でないが,
かかる低温で●どんなメカニズムの酎累作T口が行われて

艦子発育が腐るかを何とかして知りたいものである.

以上の祝窮から北大の育木lIは低温冷伐で虫を冷凍

し,また融かして元通りに生き返る!li実を観察してい

るが,ウスタビガの越年卵の低温発育現象もありうる

ことと思われる.

摘 L要

1. bスタビガの発育零点について斑 肘 O,したが,

今回は越年卵の Ooと2.50に放ける荘子発育につい

て述べた.

21 この越年卵広子形態は既報の如く,梅谷が突起

形成期で分類した越冬昆虫の第4二手刑こ属するものであ
ち.又この越年卵に温庇をかければ荘子は再発育して

卵化する非休眠型をとるものである.

3･ 00と 2･50は常識では考えられない｢殻の発

育休止温度であるにもかかわらず,約二1ヶ年を経過し

ても予1馳こ反して発育;を続け,00では反転前期まで

発育を続け,2･50では反転厄前まで発育を続けて,

なお現在も発育中である.長期探正すれば結局抑 ヒは

しないが,幼虫形成期まで発育する公許が大である.

41 隆子発育は酵累系の綜合的作用と考えられるが,

L''fvivoと invilroの問では温床に対する酵素系の
作用は同一に論じられない.このよう7100の低温に

於ても肱子発育が行われるが,このメカニズムを生化

学的に追究したいと思っている.
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+R占sum6

Theeggofasaturnidmoth,RhodEniaflJgaE,

ov?rwintersatthehalf-deve一opmentstaょe(appen-

dageformation),which belongsto thefo血th

groupoftheUmeya'sclassificationofllibernating

typeofinscctembryo･ At 00 or 2･50,it is

customarybelievedthattheinsectcanno(deve-

lope,buttheeggofRhodL'nlacontinuestodeve-

lopetotheprcIStageOfblastokinesisatOoand

nearlyapproachestotheblastokinesisat2･50･

sincetheeggisnow deve一oping,王tisexpected

tobeabletodevelopeintothestageoflaⅣal

formationunderthisconditionoflow tcmpera-

tuTe.

TIle embryonal development is common一y

consideredtobe theintegration ofenzymatic

systems,Ofwhich optimum temperatureliesat

20-250.Biochemicalstudiesareurgentlynccded

to clarifythecontradictionbetweenthepresent

resultandtheoptimum temperatureofenヱym e

activity.

OmtllCControIIit)gMeasures0ftheCadd王S-larvaeinlllCwaterCondtli一sofW8-crPower

planI5.MatsunaeTsur'̂(Zoolog王calInstitute,FacultyofScicncc,NaraWom占n′S_University,

Nara).ReceivedDec.7,1956.Bo砂u-Kagaku22,187-192,1957,(withEtlglishresume,192)･

31･ 売電害虫シマ トピケラ叛の防除についての考察 川田松前 (奈良女子大学 理学部 動物学
′教室)31.12.7受理

謹 ん で 森 川 忠 舌 先.生 の 古 林 を祝 賀 し奉 る･

水力発屯所の串水路の告虫シマトビケラ類につき加告する班班と防除の間鑑iについて述べた.､防除

に関しては (i)打枕的な桁掃 (ii)壁面を耐かにすること (iii)天敵の利用 (iv)問気的防除◆(V)

石持塗料 (vi)殺虫剤の佐用等につき記し卑見を述べT=.

発TE水路の内壁に水虫 (実は毛超日幼虫)がおぴた 力を減退せしめることは,既に周知のことである.昭

だしく附Tlt首出して,流虫を減少せしめ,発屯所の出 和14年に33Ii柏省 (現在国鉄)が新潟Lt.1,下に千手発Tt:釈
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